
は
「
公
共
職
業
安
定
所
又
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し

て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）」
と
、
第
十
八

条
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
又
は
第
一
条
第
五
項
第
一
号
に

掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
そ
の
対
象
と
な
る
者
の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
（
以
下
「
管
轄
地
方

運
輸
局
」
と
い
う
。）（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支

局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）の
長
」
と
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条

第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条

第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十

条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
一
条
の

四
第
三
号
、
第
三
十
一
条
の
五
第
二
号
、
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
八
条
、

第
三
十
八
条
の
六
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
第
二
項
、第
四
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
二
項
、
第
六
十
三
条
第
二

項
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
五
条
の
四
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
第
二
項
、
第
七
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四

項
、
第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
八
十
一
条
第
三
項
、
第

八
十
一
条
の
二
第
三
項
、
第
八
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
八
十
二
条
の
六
、
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
、
第
八

十
三
条
、
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
、
第
八
十
三
条
の
五
、
第
八
十
四
条
第
一
項
、
第
八
十
五
条
、
第
八
十
六

条
、
第
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
七
条
第
二
項
、
第
九
十
九
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
、
第
百
条
、
第
百
条
の
四
第
一
項
、
第
百
条
の
五
、
第
百
条
の
八
第
一
項
並
び
に
附
則
第
二
十
三
条

中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
又
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所

又
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸

支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）」
又
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所

又
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸

支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）の
長
」
と
、
第
二
十
八
条
第
一
項

中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
又
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理

部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理

部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）に
」
と
、「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共

職
業
安
定
所
若
し
く
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し

は
「
公
共
職
業
安
定
所
又
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し

て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）」
と
、
第
十
八

条
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
又
は
第
一
条
第
五
項
第
一
号
に

掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
そ
の
対
象
と
な
る
者
の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
（
以
下
「
管
轄
地
方

運
輸
局
」
と
い
う
。）（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支

局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）の
長
」
と
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条

第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条

第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十

条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
八
条
、

第
三
十
八
条
の
六
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
第
二
項
、第
四
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
二
項
、
第
六
十
三
条
第
二

項
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
五
条
の
四
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
第
二
項
、
第
七
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四

項
、
第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
八
十
一
条
第
三
項
、
第

八
十
一
条
の
二
第
三
項
、
第
八
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
八
十
二
条
の
六
、
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
、
第
八

十
三
条
、
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
、
第
八
十
三
条
の
五
、
第
八
十
四
条
第
一
項
、
第
八
十
五
条
、
第
八
十
六

条
、
第
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
七
条
第
二
項
、
第
九
十
九
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
、
第
百
条
、
第
百
条
の
四
第
一
項
、
第
百
条
の
五
、
第
百
条
の
八
第
一
項
並
び
に
附
則
第
二
十
三
条

中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
又
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所

又
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸

支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）」
又
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所

又
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸

支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）の
長
」
と
、
第
二
十
八
条
第
一
項

中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
又
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理

部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理

部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）に
」
と
、「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共

職
業
安
定
所
若
し
く
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し

て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）の
長
が
」
と
、

て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）の
長
が
」
と
、

第
三
十
一
条
の
二
中
「
六
十
歳
」
と
あ
る
の
は
「
五
十
歳
」
と
、
第
三
十
五
条
第
二
号
中「
事
業
所
に
お
い
て
、

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
離
職
に
係
る
大
量
の
雇
用
変
動
の
届
出

が
さ
れ
た
た
め
離
職
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
所
有
者
の
都
合
に
よ
り
離
職
す
る
被
保
険
者
の
数
が
一
月

以
内
の
期
間
に
三
十
人
以
上
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し
た
者
」
と
、「
離
職
し
た
た
め
離
職
し
た
者
」
と
あ

る
の
は
「
離
職
し
た
た
め
離
職
し
た
者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
理
由
と
し
て
公
共
職
業
安
定
所
又
は
地
方
運

輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運

輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）の
長
が
認
め
る
も
の
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し

た
者
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
事
業
所
の
移
転
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
に
乗
船
す
べ
き
場
所
の
変
更
」
と
、
第

三
十
六
条
中
「
理
由
は
、」と
あ
る
の
は
「
理
由
は
、
被
保
険
者
が
乗
船
す
る
船
舶
の
国
籍
喪
失
に
伴
い
離
職
し

た
こ
と
又
は
」
と
、
同
条
第
五
号
イ
中
「
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
限
度
時
間
に
相
当
す

る
時
間
数
（
当
該
受
給
資
格
者
が
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
七
条
第
一
項
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

第
三
十
一
条
の
二
中
「
六
十
歳
」
と
あ
る
の
は
「
五
十
歳
」
と
、
第
三
十
五
条
第
二
号
中「
事
業
所
に
お
い
て
、

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
離
職
に
係
る
大
量
の
雇
用
変
動
の
届
出

が
さ
れ
た
た
め
離
職
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
所
有
者
の
都
合
に
よ
り
離
職
す
る
被
保
険
者
の
数
が
一
月

以
内
の
期
間
に
三
十
人
以
上
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し
た
者
」
と
、「
離
職
し
た
た
め
離
職
し
た
者
」
と
あ

る
の
は
「
離
職
し
た
た
め
離
職
し
た
者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
理
由
と
し
て
公
共
職
業
安
定
所
又
は
地
方
運

輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運

輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）の
長
が
認
め
る
も
の
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し

た
者
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
事
業
所
の
移
転
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
に
乗
船
す
べ
き
場
所
の
変
更
」
と
、
第

三
十
六
条
中
「
理
由
は
、」と
あ
る
の
は
「
理
由
は
、
被
保
険
者
が
乗
船
す
る
船
舶
の
国
籍
喪
失
に
伴
い
離
職
し

た
こ
と
又
は
」
と
、
同
条
第
五
号
イ
中
「
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
限
度
時
間
に
相
当
す

る
時
間
数
（
当
該
受
給
資
格
者
が
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
七
条
第
一
項
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
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